　　　　　　　　　          在庫商品譲渡担保設定契約書

第１条　田中商会株式会社（以下「乙」という。）は株式会社山田工業（以下「甲」という。）に対し現在負担しかつ将来負担することのあるべき商取引上の債務、その他甲乙間の金銭消費貸借、準消費貸借、手形又は小切手上の乙の債務等の担保として、本契約に基づき乙の所有する下記在庫商品（以下「担保物件」という。）を甲に譲渡し、占有改定の方法により本日甲に引渡を完了した。

　　　　　　　　　　　　　　　記

（１）乙の本社工場内に存在する建築用鋼材

数量＊＊トン

但し型別の詳細は別紙在庫目録記載のとおり

第２条　乙は担保物件を工場内倉庫並びにその他乙の構内において他の材料製品等と区別して、これを無償で保管し、それが甲の所有する物件であることを公示し、第三者においても明らかに認識しうるような措置を講ずるものとする。

第３条　乙は担保物件の一部を通常の取引に基づき第三者に販売することができる。但し上記販売によって生じた担保物件の不足分を７日以内に補充し、その品名別数量を文書により甲に通知し、占有改定の方法により甲に引き渡す。

第４条　乙について下記の事由が発生したときは、通知催告を要せず、第２条の保管寄託契約は解除されたものとし、乙は甲に対し担保物件をすべて引き渡して返還するものとする。

（１）第１条の債務について不履行のあったとき

（２）手形不渡の発生したとき

（３）破産、会社更生、民事再生などの申立のあったとき

（４）重大な信用低下の事実があったとき

第５条　前条により担保物件の保管寄託契約が解除された場合は、甲は担保物件を任意に処分してその代金をもって第１条の債権に充当し、あるいは時価をもって上記債権を代物弁済とすることができる。

第６条　乙は毎年３月、６月、９月、１２月末に担保物件の棚卸しを実施し、その明細と結果を一ヶ月以内に甲に文書にして報告するものとする。

二　甲は前項の棚卸しに立ち会うことができるのみならず、随時この工場倉庫内に立ち入り、在庫の確認並びに帳簿の閲覧をすることができる。

上記のとおり本契約が成立したので本証書２通を作成し、甲乙各１通を保有する。

平成＊＊年＊＊月＊＊日

　　　　　　　　　　　　　　　　譲受人（甲）東京都＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社山田工業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　山田太郎　印

　　　　　　　　　　　　　　　　譲渡人（乙）東京都＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中商会株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　田中五郎　印

（別紙）
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